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小川洋子氏「ミーナの行進」が平成18年度谷崎潤一郎賞受賞
　作家で芦屋市在住の小川洋子氏が、芦屋を舞台とした小説「ミー

ナの行進」で、平成18年度谷崎潤一郎賞を受賞されました。贈呈式

は10月19日に東京で行われ、山中市長から記念品を贈呈しました。

記念講演会は、11月24日(金)にルナ・ホールで行われます。詳しく

は、谷崎潤一郎記念館( 23-0039)へ。

　

平
成
二
年
に
詩
人
・

富
田
砕
花
生
誕
百
年
を

記
念
し
て
創
設
し
た
富

田
砕
花
賞
に
、
今
年
も

全
国
各
地
か
ら
百
十
九

点
の
詩
集
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
受
賞

作
に
、
栗
東
市
の
苗
村

吉
昭
氏
の
『
オ
ー
ブ
の

河
』（
編
集
工
房

ノ
ア
）

と
、
倉
敷
市
の
境
節
氏

の
詩
集
『
薔
薇
の　

は

な

び

ら
』（
思

潮

社
）
の

二
冊
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

※
応
募
詩
集
は
、
富
田

　

砕
花
旧
居
で
十
一
月

　

七
日
（
火
）
か
ら
展
示

　

し

ま

す
。（
毎

週

水
・

　

日
曜
日
開
館
。
た
だ

　

し
、
十
二
月
か
ら
三

　

月
末
ま
で
は
、
日
曜

　

日
の
み
の
開
館
と
な

　

り
ま
す
）

　第５回定例会は、12月４日（月）に招集され、

22日（金）までの日程で開催する予定です。

　傍聴を希望されるかたは、日程が変更になる

ことがありますのでお確かめの上、ご来場くだ

さい。

　■12月１日（金）　【議会運営委員会】

　■12月４日（月）　【本会議】

　　　　　　　　　決算特別委員長報告、討論、

　　　　　　　　　表決、議案提案説明等

　■12月５日～７日　【各常任委員会】

　　　　　　　　　議案・請願等の審査

　■12月12日（火）　【議会運営委員会】

　■12月13日～14日　【本会議】

　　　　　　　　　一般質問等

　■12月21日（木）　【議会運営委員会】

　■12月22日（金）　【本会議】

　　　　　　　　　委員長報告、討論、表決等

   今年も芦屋市自治会連合会が主催し、

各中学校校区ごとでまちづくり懇談会が

開催されます。身近な問題について、市

長・教育長をはじめ、市の部長級以上の

幹部や警察署などの行政機関が出席し、

皆さんからの質問にお答えしたり、意見

交換を行います。参加は自由です。多く

の皆さんのご来場をお待ちしています。

【日程・会場】

■山手中学校区の皆さん

　日　時　11月24日（金）午後２時～４時

　会　場　市民センター 401室

■精道中学校区の皆さん

　日　時　11月27日（月）午後２時～４時

　会　場　市民センター 401室

■潮見中学校区の皆さん

　日　時　11月28日（火）午後２時～４時

　会　場　芦屋浜管理センター大会議室

※当日は、直接会場にお越しください。

　お車での来場はご遠慮ください。

平成18年 第５回

市議会定例会の日程

「第17回 富田砕花賞」に苗村氏、境氏

■
苗

村 
さ

ん
の

詩
集

『
オ

ー

ブ
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河
』
は
、
詩

集
全
体
が
一
つ
の
長
詩

の
よ
う
に
丹
念
に
書
き

上
げ
ら
れ
、
家
族
の
生

と
死
の
現
実
か
ら
、
生

き
る
意
味
と
人
間
の
尊

厳
を
激
し
く
明
晰
に
問

う
衝
撃
の
散
文
詩
集
で

あ
る
。

■
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節
さ

ん
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詩
集
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薔
薇
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は
な
び
ら
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、柔
軟
な
思
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と
確
か

な
語
法
で
、
心
の
わ
だ

か
ま
り
の
数
々
を
解
き

ほ
ぐ
す
。
薔
薇
の
花
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ら
か
ら
棘
（
と
げ
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に
至

る
永
瀬
清
子
に
発
す
る
、
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流
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鮮
や
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結
実

を
み
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作
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あ
る
。
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問い合わせ　生涯学習課　 38-2091

●
選
考
委
員
は
、
次
の
か
た
が
た
で
す
。
∧
五
十
音
順
∨

　

・
伊
勢
田
史
郎
氏
（
詩
人
・
郷
土
史
家
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
講
師
）

　

・
杉
山
平
一
氏
（
詩
人
・
映
画
評
論
家
・
帝
塚
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

　

・
安
水
稔
和
氏
（
詩
人
・
元
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
教
授
）

《
お
願
い
》　

富
田
砕
花
顕
彰
会
で
は
次
回
以
降
も

　

継
続
し
て
顕
彰
事
業
を
実
施
し
て
い
く
た
め
、
市

　

民
の
皆
さ
ん
の
ご
寄
附
を
募
っ
て
い
ま
す
。
一
口

　

千
円
（
何
口
で
も
可
）
を
、
下
記
口
座
へ
お
振
込
み

　

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問い合わせ

芦屋市自治会連合会事務局

38-2007(市民参画課内)

 まちづくり懇談会を
開催します

問い合わせ　市議会事務局　 38-2001

選考委員 苗村　吉昭氏
(なむら  よしあき)

　昭和42年生まれ。

平 成10年 に 詩 集

『武器』を発表し、

翌年には詩誌『砕

氷船』を創刊(現在

第13号まで刊行)、

以後、詩集や小説

を発表。平成11年には、詩集『武器』で第

13回福田正夫賞、平成15年には詩集

『バース』で第５回小野十三郎賞、翌16

年には第15回龍谷奨励賞を、それぞれ

受賞。現在、「日本現代詩人会」「近江詩

人会」会員、詩誌「砕氷船」所属。

境　　節氏
(さかい　せつ)

　昭和７年生まれ。

昭和52年に詩集『夢

へ』を発表し、以後

詩集『鳥は飛んだ』(

平成４年)、『道』(平

成15年)を発表する

など、８冊の詩集を

発刊。平成７年には児島文化奨励賞、平

成16年には詩集『道』で第４回中・四国

詩人賞などを受賞。現在、詩誌「黄薔薇」

「歩く木」同人、｢日本現代詩人会｣｢関西

詩人会｣｢岡山詩人会｣｢中･四国詩人会｣

会員。

プロフィール

受 賞 作 品 講 評

■尼崎信用金庫
阪神芦屋支店／
普 通 預 金 №
0224593／口座
名義・富田砕花
顕彰会

富田砕花賞の贈呈式

■日時　11月25日（土）午前10時30分～　■会場　市民センター 401室　■

賞　正賞・賞状、副賞・50万円(※同時受賞のため、各25万円となります)

＜記念講演　「Ｅ・パウンドと俳句」＞

■日時　11月25日（土）午前11時15分～11時45分　■会場　同上　■講師　

富田砕花賞推薦委員・福井久子氏　■申し込み　電話で生涯学習課へ

受
賞
作
品

　

こ
の
基
金
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
得
た
尊
い
経
験
と
教
訓
を
次
世
代

に
継
承
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
十
七
年
に

皆
さ
ん
の
寄
附
金
か
ら
設
立
さ
れ
た

基
金
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
活
動
に
助
成
し
ま
す

の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

①
被
災
地
ま
た
は
被
災
地
以
外
で
の

　

被
災
者
の
自
立
お
よ
び
被
災
地
域

　

の
復
旧
復
興
支
援
活
動

＊
（
活
動
日
数
・
人
数
等
に
応
じ
て
、

　

十
四
万
円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
）

②
防
災
意
識
の
高
揚
お
よ
び
自
主
防

　

災
組
織
の
構
築
に
関
す
る
活
動

③
防
災
お
よ
び
復
興
を
支
援
す
る
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
事
業

④
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
語
り

　

継
ぐ
活
動

⑤
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
係
る
災
害
や

　

復
興
に
関
す
る
資
料
展
示

⑥
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
係
る
慰
霊
お

　

よ
び
追
悼
に
関
す
る
事
業

＊
（
②
～
⑥
の
事
業
に
対
し
て
は
、
三

　

万
円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
）

⑦
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
活

　

動
に
対
し
、
五
万
円
を
限
度
に
助

　

成
し
ま
す
。

※
助
成
の
条
件
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

上
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１.17 あしやフェニックス基金
～自然災害（国内）の被災地でのボランティア活動を助成します～

問い合わせ　行政経営課　 38-2005


